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１ 市制施行５０周年記念事業「とだ５０祭」での啓発活動について（報告） 
 

   平成２８年１０月１日（土）に開催された「とだ５０祭」において、以下のとおり啓発

活動を実施しました。 

 

 

 実施内容 

(1) ブースでのパネル展示 

▪ 自治基本条例マンガパンフレット 

▪ 地域活動、市民活動の写真 

(2) 啓発品の配布（５００組） 

① 啓発用チラシ ②マンガパンフレット ③ボールペン ④ポケットティッシュ 

 

 実施時間・回数 

(1) パネル展示  １２時１５分～１６時３０分 

(2) 啓発品配布（全２回） 

① １２時１５分～１２時３０分 ②１５時３０分～１５時４５分 

 

 参加者 

 大山委員長、宮﨑委員、千葉委員、丸山委員、播委員、市川委員、菅原委員、廣井委員 

 

 当日の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 有志ミーティング 

・８月２３日（火） 啓発内容についての検討・出欠者の確認  参加者６名 

 

・９月２７日（火） 啓発内容についての決定・啓発物品の袋詰め作業  参加者８名 

 

 

 

啓発物品の袋詰め作業 
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２ 平成２８年度自治基本条例フォーラムの内容について 
 

今回の委員会でフォーラムの内容及び実施時期を決定する必要があります。 

以下に、前回までに出た意見や今後のスケジュール等を記載しますので、これを参考に

皆様でも案を考えてください。案ができましたら１１月１０日（木）までにご連絡いただ

きますよう、お願いいたします。 

 

◆ 前回の委員会までに出た意見 

 

▪ 町会・自治会、市民活動団体、その他の市民がつながりや関わりの持てる内容にする 

▪ グループワークやワークショップなどの体験型の内容にする（条例の理念を体験する） 

▪ 実際に活動している人たちや市内の協働事例を紹介する 

▪ 市制施行５０周年に絡めたイベント 

▪ キャッチフレーズの公募 

▪ 条例を題材にした劇 

▪ ギネス記録に挑戦 

▪ 「夢のまちコンテスト」：子どもが描く「夢のまち」を実現する 

 

◆ 日時・会場  ① 平成２９年 ２月 ５日（日）ＡＭ  文化会館３０４会議室 

② 平成２９年 ２月１１日（土）ＰＭ  戸田市役所５階大会議室 

（内容） フォーラム：２時間程度 ・交流会：１時間程度 

 

◆ 今後のスケジュール（予定）  

 

内容確定後、会場を確保 内容によって講師を依頼 

１１月２４日 広報戸田市１月号の記事依頼締切 

１２月初旬 チラシ・ポスター原稿の校了 

１２月２６日 チラシ・ポスター納品、市内各所への配布 

１２月２７日 広報戸田市１月号に周知記事の掲載 

１月中  会場使用料や保険料等の支払い処理 

当日の進行等についての打ち合わせ（有志ミーティング） 

２月  フォーラム実施 

 

◆ 平成２８年度予算（フォーラムに関わるもののみ） 

 

 【報償費】・講師謝礼  200,000円 （自治基本条例フォーラム 100,000円×2回） 

 【需用費】・消耗品費    2,452円 ※「とだ５０祭」での啓発活動で 7,548円支出済 

      ・食糧費    19,200円 （市民集会用お茶） 

      ・印刷製本費 239,000円 （フォーラムチラシ 45,000部、ポスター600部） 

 【役務費】・保険料     5,000円 

 【使用料】・会場使用料  21,000円 （フォーラム会場使用料(文化会館、コンパル)） 
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３ 平成 29年度事業について 

 

   前回までの話し合いを踏まえ、来年度、どのような事業を実施するのか決めます。 

   こちらについても、委員の皆様のお考えをあらかじめまとめておいてください。 

 

◆ 前回の委員会で出た意見 

 

▪ キャッチフレーズの公募 

▪ フォーラムの複数回開催 

▪ 他自治体との交流【有志】 

 

◆ 事務局で考えている内容 

 

▪ 委員会の開催回数の増加（２か月に１回開催） 

▪ 第１期（～H29.11）の振り返り、諮問に対する答申 

▪ 第２期（H29.12～H31.11）で検討するテーマを考える 

 

 

４ その他 
 
 職員向け協働の手引きの作成 

現在、市民活動団体と市の協働の手引きとして『協働への展望』（平成 26年 1月作成）

がありますが、市民がより活発に活動していく上で、職員の意識向上が求められてい

ます。 

そのために、職員がいつでも取り出して“協働の指針”となるような体系化したもの

が必要と考えます。 

次回委員会までに素案を作成し、当委員会で意見をいただいたうえで完成させたいと

思いますので、ご協力いただける委員を募集します。 

 

盛り込みたい内容：・市民と協働することの必要性 

         ・市民と協働するうえで意識すべき点 

         ・これまでの協働事例 

 

【参考資料】「協働への展望～市民活動団体と市の円滑な協働のために～」 

 

 

 次回開催予定  

日時：平成２９年１、２月 

 

※フォーラムの開催時期によっては、「有志ミーティング」を実施する場合もあります。 


